
(単位：億円)

R2（2020）年度 R3（2021）年度 R4（2022）年度

直近見込 政府予算案を踏まえた見込

(R3年12月) (R3年12月)

保険料収入 94,618 99,375 99,369 H24-R3年度保険料率： 10.00%

国庫補助等 12,739 12,461 12,454 R4年度保険料率： 10.00%

その他 293 275 266 30’減額国庫

計 107,650 112,110 112,090

保険給付費 61,870 66,623 67,304

前期高齢者納付金 15,302 15,541 15,542

後期高齢者支援金 21,320 21,596 20,790

退職者給付拠出金 1 1 1

病床転換支援金 0 0 0

その他 2,974 4,582 3,868

計 101,467 108,343 107,505

6,183 3,768 4,585 R4年度均衡保険料率： 9.54%

40,103 43,870 48,456

注) 端数整理のため、計数が整合しない場合がある。
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○予算編成過程において、診療報酬改定の改定率は以下のとおりとなった。

個別の改定事項に係る議論は、厚生労働省の中央社会保険医療協議会において行われている。

➢ 診療報酬 ＋０．４３％

※１ うち、※２～５を除く改定分 ＋０.２３％
各科改定率 医科 ＋０.２６％

歯科 ＋０.２９％
調剤 ＋０.０８％

※２ うち、看護の処遇改善のための特例的な対応 ＋０．２０％

※３ うち、リフィル処方箋（反復利用できる処方箋）の導入・活用促進による効率化 ▲０．１０％（注）

※４ うち、不妊治療の保険適用のための特例的な対応 ＋０．２０％

※５ うち、小児の感染防止対策に係る加算措置（医科分）の期限到来 ▲０．１０％

なお、歯科・調剤分については、感染防止等の必要な対応に充てるものとする

（注） 症状が安定している患者について、医師の処方により、医療機関に行かずとも、医師及び薬剤師の適切な連携の下、一定期間内に処方箋を

反復利用できる、分割調剤とは異なる実効的な方策を導入することにより、再診の効率化につなげ、その効果について検証を行う

➢ 薬価 ▲１．３５％
※１ うち、実勢価等改定 ▲１．４４％

※２ うち、不妊治療の保険適用のための特例的な対応 ＋０．０９％

➢ 材料価格 ▲０．０２％

診療報酬改定

令和４年度診療報酬改定について 参考
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